
こ
う
い
う
蛭
罫
忍
耐
力
と
人
を

信
頼
す
る
礎
に
な
っ
た
も
官
当

時
を
振
り
返
っ
万
い
ま
す
。

　
卒
業
し
て
既
に
Ｅ
十
年
。
高
校

時
代
を
懐
古
す
る
機
会
を
い
た
だ

い
た
事
に
感
謝
し
ま
す
。

　
先
ず
初
め
に
思
い
出
す
心
は
、

入
学
式
マ
校
長
先
生
か
ら
「
本
校

は
県
下
唯
ぶ
男
子
校
万
あ
る
。
」

と
誇
ら
し
げ
に
語
ら
れ
、
男
子
校

と
し
て
宣
風
ヴ
肌
マ
感
じ
ら
れ

る
こ
と
マ
あ
っ
た
。

　
勉
学
に
っ
い
て
は
自
信
心
程
は

へ
づ

七
く
な
い
。
し
か
し
、
剣
道
鴛

思
い
出
は
強
く
残
っ
こ
る
。
　
　
　
　
　
（

）

　
同
期
八
名
と
入
部
し
、
Ｅ
泊
四

日
宣
合
宿
を
迎
え
た
。
稽
古

早
朝
心
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
午
前

Ｊ
ベ

後
・
夜
間
稽
古
と
厳
し
く
、
食
事

は
心
ど
を
通
ら
ず
、
４
キ
四
も

七
る
祭
ヽ
あ
っ
た
ふ
、
同
期

皿

万

力
し
合
っ
た
言
こ
そ
乗
り
越
え
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－
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－
　
あ
富
目
っ
け
と
、
ウ
イ
に
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
心
だ
、
時
に
は
皿
洒
落
を
交
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
独
特
な
授
業
は
、
誰
宸
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮
明
に
焼
き
っ
い
て
い
ま
す
。

　
大
官
９
ま
さ
ふ
乙
無
常
　
　
先
ル
ー
は
こ
長
風
乙
讐
苓

は
、
い
っ
も
突
然
に
訪
九
ま
す
。
　
　
歌
人
・
書
家
で
あ
り
、
昭
和
二

　
寡
兵
に
、
あ
・
温
ご
ヒ
ル
畏
、
堂
・
溜
冨
票

心
大
な
っ
こ
い
笑
顔
に
接
し
た
ら
　
主
宰
し
た
歌
詩
「
詩
歌
」
心
結
社

は
、
平
成
十
二
年
五
月
、
弘
法
山
　
　
「
白
Ｂ
社
秦
野
高
校
支
社
」
を
結

山
頂
富
田
夕
暮
官
碑
心
解
説
　
成
、
投
稿
や
歌
会
心
サ
ー
ク
ル
活

板
を
、
同
窓
会
七
十
周
年
記
念
事
　
動
を
通
じ
、
「
そ
心
時
心
出
逢
い

業
と
し
て
、
新
た
に
建
て
直
し
た
　
Ｊ
、
人
生
を
ｍ
底
か
ら
変
え
る
こ

そ
心
完
成
披
露
冒
ご
た
。
　
　
と
ぶ
あ
（
相
田
み
っ
を
’
心

　
思
え
ば
、
昭
和
二
十
六
年
、
創
ヽ
言
葉
心
如
く
、
私
も
教
師
｛
四
道
を

立
二
十
1
1
周
年
記
念
事
業
と
≒
、
歩
み
、
歌
官
界
に
晋
｝
ま
し
た
。

憬
校
・
郷
土
宸
大
、
タ
暮
を
顕
　
　
先
生
は
、
教
師
・
歌
人
・
書
家
と

彰
す
る
第
四
歌
碑
官
立
に
奔
走
　
≒
、
日
本
歌
壇
・
地
域
回
文

さ
れ
、
私
達
生
徒
と
実
現
さ
芸
　
化
匹
興
に
と
貢
献
さ
れ
、
功
を
成

先
生
は
、
嬉
し
そ
う
に
、
私
心
書
　
乙
名
を
遂
げ
い
ま
、
不
帰
官
と

い
た
解
説
文
を
、
「
立
派
な
解
説
　
な
ら
九
ま
し
た
心
、
牡
り
知
れ
な

文
だ
」
と
、
眼
鏡
富
心
キ
ラ
キ
　
い
薫
陶
を
受
け
た
教
え
子
に
と
っ

ラ
し
た
旦
奎
め
て
下
さ
っ
た
。
　
士
は
、
惜
し
む
べ
く
ま
た
、
忘

　
先
ル
宍
授
業
を
受
け
た
卒
業
生
　
悲
し
み
は
筆
舌
に
尽
く
七
ま
七
ん
。

は
、
等
し
く
こ
長
皿
さ
ん
乙
二
　
　
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

ッ
ク
ネ
ー
ム
マ
親
し
ん
万
呼
一
一
）
、
す
。
安
ら
心
に
お
眼
力
下
さ
い
。

合･

掌
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